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Transfer of bone marrow progenitors prevents
coronary insufficiency and systolic
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論文審査委員
（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600辛以内で作成のこと。）
左室補助人工心臓は負荷軽減を目的として重症心不全の心機能回復に有効であるが、長期使
用により心筋萎縮や収縮不全および血栓塞栓症を生じる。血管内皮前駆細胞（EPC）は血管新生に
重要な役割をはたし、血管内皮の再生が報告されていることから、EPCを虚血に陥った心筋組
織に移植をすることで血管再生から心筋収縮改善効果が期待される。小池雅人氏は、負荷軽減
心筋の冠動脈血流丑の低下に着目し、慢性の負荷軽減心臓モデルである異所性心移植マウスを
用いて、EPCを含むKSL細胞の心筋内移植を行い、以下の点を明らかにした。
1）KSL細胞の移植は移植心の冠動脈血流丑を増加させた。
2）左室収縮龍の改善と左室内血栓形成を抑制された。
3）KSL細胞から直接心筋細胞への分化は観察されなかった。
4）移植心における毛細血管の増加と心筋萎縮の抑制効果が認められた山
本論文は、KSL細胞心筋内移植が左室補助人工心臓補充療法としての有用性について新しい
知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け、博士（医学）の学位
論文に値するものと認められた。
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